
 

 

 

 

 

 

平成３１年度の初めにあたって 

                                                        校長 溝畑 直樹 

 本日、３９名の１年生を迎え、全校児童２８８名で平成３１年度がスタートしました。今年

度は開校１４５周年という節目の年であるとともに、校舎改築工事が本格的にスタートする年

でもあります。平成３１年度は、明化小学校の歴史に深く刻み込まれる一年となるでしょう。 

始業式では、新しい学年での生活を思い、期待に胸ふくらませる子供たちの晴れやかな姿が

ありました。学校を預かる者として、日々の充実した学校生活の中で、新たなスタッフと共に

一人ひとりの子供たちを確かな成長へと導く責任を強く感じたところです。 

 

 

  

 

 

 

 

この教育目標の実現に向け、今年度も「子供のためにやり通す学校 －自らが主体者となっ

て生きる力を育む『明化ブランド』の教育の推進－」を、学校経営の基本方針として掲げ、全

力で教育活動に取り組んで参ります。来年度から全面実施される新しい学習指導要領への準備

は最終段階を迎え、本校でも授業時間枠を１時間増やすなど、これまで万全の態勢を整えてき

ました。さらに今度の学習指導要領には「社会に開かれた教育課程づくり」が理念として盛り

込まれており、その実現のためには、学校と保護者・地域とが教育に対して共通の目標をもつ

ことが必要です。 

 

 

 

 

子供たち、教職員、保護者・地域の皆さまに共通する目標はこの４つと考えます。学校でも

この目標を念頭に、様々な教育活動を保護者・地域の皆さまと共に着実に進めて参ります。 

昭和５年に建設されて以来８９年、明化の歴史の半分以上を一緒に歩んできたこの校舎は、

今も私たちの自慢です。今年度は開校１４５周年。『おめでとう１４５周年、ありがとう私たち

の校舎』をキャッチフレーズに、１４５周年を祝う教育活動も実施します。こちらもどうぞご

期待ください。本年度も皆さまのご理解、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

  ４月号（第４６６号） 

                                                         平成３１年４月８日 

                                                         文京区立明化小学校 

・                                                       校長  溝畑  直樹 

 

教 育 目 標 
  明化の子どもはやり通す 

    ○ やり通す こころとからだ 

        ◎ 人のため 進んでだせる ことばと力 （重点目標） 

            ○ 気づき  考え  つくり出す力 

明化の教育 

明化俳句集 第２１号より 

○ 早春ははばたく鳥をおいかける（２ 年）  ○ しんきゅうし一年生を思い出す（２ 年） 

○ 春の前さくらも人も準備する（４ 年）   ○ 進級しサブリーダーだ自信持ち（４ 年）  

○ 春がくるなんだか心もあったかい（５ 年） ○ 桜見て六年生へのドア開く（５ 年） 

       

㊗ 明化小学校は、東京都教育委員会から「子供の体力向上推進優秀校」として表彰を受けました。 

体育授業の工夫はもちろん、持久走や縄跳び等、日常的な体力向上の取り組みが評価されたものです。 

校舎改築工事期間中も子供の体力の維持・向上に引き続き取り組んで参ります。 

【行動の目標】① 自立すること ② 社会と調和して暮らすこと 

そして、この行動を可能にする意識（内面）の目標は、 

【意識の目標】③ 私には能力があるという意識 ④ 人々は私の仲間であるという意識 

 


